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研究成果の概要（和文）：自傷行為者が有する自殺リスクアセスメントの精緻化を目指す一貫として，本研究で
は自傷行為の維持メカニズムの経時的変化プロセスの観点から検討した。
質的検討および量的検討の結果から，自傷行為の維持要因には感情調節を基盤として他の要因が重複・拡大して
いく一方向的な傾向がみられた一方で，これらの変化は自傷行為の反復や長期化といった経過に伴い一元的に生
じるものではなく，個人が有する自傷行為に関する文脈の変化に応じて生じるものであることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to refine the assessment of suicide 
risk in individuals who engage in nonsuicidal self-injury (NSSI). To achieve this, we examined the 
suicide risk in these individuals from the perspective of longitudinal changes in the maintenance 
mechanisms of their self-injurious behavior.
The results demonstrated that the maintenance factors of NSSI exhibited a unidirectional tendency, 
where additional factors overlapped and expanded based on the emotional regulation function. 
However, these changes did not occur uniformly with the repetition or prolongation of NSSI. Instead,
 they can arise on response to changes in the individual context related to NSSI.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自傷行為は後の自殺既遂を予測する重要なリスク要因であることが示されている一方で，自傷行為の症状経過に
応じて自殺リスクがどのように変化するのかについてはほとんど明らかにされていなかった。本研究は，自傷行
為者が有する自殺リスクと関連することが示されている自傷行為の維持メカニズムの観点から経時的変化につい
て検討し，維持要因の拡大に伴う自殺リスクの増加は症状経過や長期化に伴い一元的に生じるものではないこと
を示した。したがって，自傷行為者の自殺リスクアセスメントにおいては，自傷行為の持続期間の長短に関わら
ず，自傷行為に関するエピソードの変化について定点的な査定を実施することが重要であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
非自殺性自傷（Nonsuicidal Self-injury: NSSI）は，後の自殺既遂を予測する重要なリスク要

因であることが示されている（Franklin et al., 2017）。自傷行為者は高い自殺リスクを有する一

方で，実際には希死念慮を伴わない一群や，反対に自殺企図を繰り返す一群が存在するなどその

状態像は多様であることが知られており，自傷行為者における自殺リスクアセスメントの精緻

化が課題とされている。研究代表者のこれまでの研究成果により，自傷行為の維持メカニズムに

基づく状態像の差異に応じて自殺リスクは異なることが示唆されているが（飯島他，2021），維

持メカニズムおよび自殺リスクが症状経過に応じてどのように変化するのかは明らかにされて

いない現状にある。 
 
２．研究の目的 
自傷行為には多様な状態像が存在することが知られており，その維持メカニズムによっても

自傷行為者が有する自殺リスクは異なるとされている。具体的には，自傷行為の維持要因は「苦

痛対処」「自己保全」「対人操作」の 3 種類に大別され，より多くの維持要因が重複している状態

像ほど，高い自殺リスクを有していることが示されている（飯島他，2021）。以上をふまえ，本

研究では，自傷行為の維持メカニズムに基づき自殺リスクがどのような経時的な変化プロセス

をたどるのかについて検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）自傷行為の維持要因の変化プロセスに関する記述的検討 

①研究参加者：過去に自傷行為を行った経験があり直近 1 年以内に自傷行為を行っていない

ことを条件とし，大学生を対象にインタビュー調査を実施した。自傷行為が

DSM-5 における NSSI の基準に合致した者 6名が分析対象者となった。 

②調査内容 ：自傷行為を行った際の事前の状況および心理的状態と，事後の状況および心

理的状態，自傷行為の反復に伴うそれらの変化について聴取した。 

③分析方法 ：修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA：木下，2006）による

分析を実施した。 

 

（２）自傷行為の維持要因の変化に関する短期縦断的検討 

①研究参加者：NSSI の経験を持つ 20 歳代の者を対象にウェブ調査を実施した。調査はそれ

ぞれ 1ヶ月の間隔をあけて 3 回実施され，Time 2，Time 3の調査は，直前の

調査時に過去 1 ヶ月以内に NSSI を行った経験があると回答した者のみを対

象とした。最終的に 99 名（平均年齢 25.46±2.73）が分析対象者となった。 

②調査内容 ：日本語版 Inventory of Statements About Self-injury（飯島他，2021）に

よって自傷行為の維持要因，持続期間についてのデータを収集した。 

③分析方法 ：潜在曲線モデルを用いた共分散構造分析を実施した。 

 

４．研究成果 

（１）自傷行為の維持要因の変化プロセスに関する記述的検討 



M-GTAによる分析の結果，自傷行為の維持要因に対人操作等の対人間機能を含む場合であっ

ても当事者にとっての主な維持要因は苦痛対処をはじめとする個人内機能であり，また，自傷

行為が反復される過程において従来有していた機能が消失し入れ替わるということはなく並

列し重複していくというプロセスが示唆された（Figure）。 

また，機能の拡大は，自傷行為の反復によって自動的に生じるものではなく，個人が有する

環境やその変化に応じて生じるものであることが示唆された。 

 

（２）自傷行為の維持要因の変化に関する短期縦断的検討 

潜在曲線モデルを用いた共分散構造分析の結果，自傷行為の維持要因の時間経過に伴う一定

の変化傾向は認められなかった。また，自傷行為の持続期間や年齢による，自傷行為の維持要

因の変化傾向に対する顕著な影響性は認められなかった。  

 

以上の結果から，自傷行為の維持要因は自傷行為の反復や長期化によって経時的に変化して

いくものではなく，あくまで個人が有する自傷行為に関わる文脈の個人的な変化によって生じ

るものであることが示唆された。したがって，自傷行為の維持要因の観点に基づけば，自傷行為

者が有する自殺リスクは自傷行為の反復や長期化に伴い自動的に高まっていくものではないと

考えられる。一方で，自傷行為の反復期間が長期化すれば，偶発的な環境変化によって自傷行為

の維持要因が新たに生じる可能性も高くなることが考えられる。このことから，自傷行為の維持

要因について，支援の初期だけでなく，常にモニタリングしていくなかで，自殺リスクアセスメ

ントを行なっていくことの重要性が指摘できる。 

 

なお，研究実施期間中に児童生徒の自殺者数が過去最多となったことから，新型コロナウイル

ス感染症の流行に伴う児童生徒のメンタルヘルス悪化や自殺リスクについても，生徒を対象と

した調査を実施しその要因と個人差を分析し文献にまとめた。 
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